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子
ど
も
に
生
き
る
力
と
ゆ
と
り
を

１０
周
年
を
記
念
し
て
家
庭
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

平
成
十
年
十

一
月

二
十
三

日
、
中
央
公
民
館
で
町
民
会
議

家
庭
部
会
主
催
の
町
民
会
議
設

立
十
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
ま
し
た
。
（写
真
）

「
子
と
親
の
願
う
も
の
―
子

ど
に
生
き
る
力
と
ゆ
と
り
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の
小
中
学

校
の
代
表
八
人
と
保
護
者
二
人

が
意
見
発
表
。
生
徒
た
ち
は
、

将
来
の
夢
や
学
校
生
活
以
外
で

体
験
し
た
こ
と
な
ど
を
話
し
ま

し
た
。
意
見
発
表
を
受
け
て
、
助
言

者
の
石
井
美
枝
子
さ
ん

（福
岡

県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
常
任

理
事
）
が
「幼
児
教
育
が
大
切
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
、

育

つ
芽
を
つ
ま
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。
会
場

に
集
ま

っ
た
約
二
百
人
の
参
加
者
も

熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
者
は
次
の

方
々
で
す
。
（敬
称
略
）

本
村
知
也

（苅
田
小
６
年
）
今
福
唯

（馬
場
小
６
年
）
友
永
敏
行

（南
原

小
６
年
）
高
巣
恭
平

（与
原
小
６
年
）

渡
邊
泰
孝

（片
島
小
６
年
）
浜
田
真

衣

（白
川
小
６
年
）
河
野
な
ぎ
さ

（苅

田
中
２
年
）
浅
倉
美
彩
子

（新
津
中

２
年
）
森
山
直
美

（南
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

上
村
直
美

（新
津
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
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苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

オ
ア
シ
ス
運
動
作
品
入
賞

健
全
育
成
ポ

ス
タ
ー
入
選
者

〈小
学
生
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
田
中
愛
弓

（白
川
小
４

年
）
▼
教
育
委
員
会
賞
＝
よ
し
だ
あ

ゆ
み

（与
原
小
４
年
）
▼
健
全
育
成

部
会
賞
＝
江
藤
紗
矢
香

（与
原
小
６

年
）
▼
金
賞
＝
森
口
愛
子

（片
島
小

５
年
）
▼
銀
賞
＝
山
下
加
純

（白
川

小
４
年
）
▼
銅
賞
＝
林
裕
貴
子

（苅

田
小
４
年
）
▼
佳
作
＝
岸
上
玲
子
（南

原
小
６
年
）
謝
花
正
人
　
藤
村
雄
大

（以
上
南
原
小
４
年
）
長
尾
真
希

（苅

田
小
４
年
）

〈中
学
生
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
岸
上
公
美
▼
教
育
委
員

会
賞
＝
上
野
弘
恵

（以
上
新
津
中
２

年
）
▼
健
全
育
成
部
会
賞
＝
白
川
恵

子

（新
津
中
１
年
）
▼
金
賞
＝
岸
上

聖
明

（新
津
中
２
年
）
▼
銀
賞
＝
寺

井
理
絵
▼
銅
賞
＝
吉
田
悦
子

（以
上

苅
田
中
３
年
）

▼
佳
作
＝
神
幸
希

佐
谷
崇
行

（新
津
中
１
年
）
今
屋
慶

子

（苅
田
中
３
年
）
山
野
内
綾

（新

津
中
１
年
）
塚
崎
由
里
子

（新
津
中

２
年
）

田
小
２
年
）
一裾
元
浅
美

（苅
田
小
３

年
）
金
丸
奈
央

（馬
場
小
４
年
）
井

上
陽
代

（馬
場
小
５
年
）
松
永
有
加

（苅
田
小
６
年
）
▼
家
庭
部
会
賞
＝

村
田
瑞
希

（苅
田
小
１
年
）
今
村
由

里
香

（苅
田
小
２
年
）
灰
崎
昇
吾

（苅

田
小
３
年
）
神
崇
仁

（与
原
小
４
年
）

片
山
宗

一

（馬
場
小
５
年
）
石
松
史

織

（与
原
小
６
年
）
▼
金
賞
＝
な
か

や
ま
あ
つ
み

（苅
田
小
１
年
）
戸
田

美
里

（苅
田
小
２
年
）
吉
崎
祥
子

（馬

場
小
３
年
）
永
田
望

（与
原
小
４
年
）

藤
岡
良
輔

（馬
場
小
５
年
）
井
上
芽

実

（馬
場
小
６
年
）
▼
銀
賞
＝
し
も

は
か
ま
だ
ち
ひ
ろ

（苅
田
小
１
年
）

藤
崎
陽
平

（苅
田
小
２
年
）
木
原
弘

貴

（与
原
小
３
年
）
宮
廻
瑶
美

（与

原
小
４
年
）
大
田
亜
里
沙

（苅
田
小

５
年
）
杉
原
正
恵

（馬
場
小
６
年
）

▼
銅
賞
＝
本
崎
ま
み
（馬
場
小
１
年
）

中
村
れ
な

（南
原
小
２
年
）
村
上
直

也

（片
島
小
３
年
）
九
十
九
郁
恵

（馬

場
小
４
年
）
中
野
歩
美

（苅
田
小
５

年
）
諸
富
真
代

（与
原
小
６
年
）
▼

佳
作
＝
大
溝
絵
莉
子
（白
川
小
１
年
）

く
に
た
し
ょ
う
ご

（苅
田
小
１
年
）

中
村
雅
美

（馬
場
小
２
年
）
佐
藤
み

ず
る

（苅
田
小
２
年
）
中
原
奈
都
紀

（与
原
小
２
年
）
鷲
谷
ひ
ろ
実

（馬

場
小
２
年
）
中
野
瑠
美

（馬
場
小
３

年
）
徳
富
理
恵

（馬
場
小
３
年
）
高

須
賀
有
里

（馬
場
小
３
年
）
永
野
嵩

彬

（苅
田
小
３
年
）
宮
崎
晴
菜

（馬

場
小
４
年
）
中
谷
究

古
市
千
尋

伊
藤
彩

（以
上
与
原
小
４
年
）
空
野

２

祥
子
　
相
原
美
保

（以
上
自
川
小
５

年
）
弘
中
亜
依
　
本
崎
恵

（以
上
馬

場
小
５
年
）
大
波
多
恵
未

（苅
田
小

６
年
）
今
福
唯

（馬
場
小
６
年
）
大

久
保
鮎
美

（南
原
小
６
年
）
小
笠
原

舞

（与
原
小
６
年
）

〈標
語
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
丸
山
温
子
▼
教
育
委
員

会
賞
＝
小
笠
原
舞

▼
家
庭
部
会
賞
＝

吉
田
早
和
希

▼
金
賞
＝
松
本
真
季

▼

銀
賞
＝
谷
川
紗
央
里
▼
銅
賞
＝
岡
田

奈
々
▼
佳
作
＝
川
上
真
奈

（以
上
与

原
小
６
年
）

〈ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
神
崇
仁
（与
原
小
４
年
）

▼
金
賞
＝
宮
本
由
美
（新
津
中
３
年
）

▼
銀
賞
＝
田
中
綾
奈
（馬
場
小
４
年
）

▼
銅
賞
＝
生
恵
実

（馬
場
小
５
年
）

森
本
好
美

（白
川
小
２
年
）

オ
ア
シ

ス
運
動
作
品
入
賞
者

〈習
字
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
よ
し
だ
か
な
え

（苅
田

小
１
年
）
西
村
明
男

（馬
場
小
２
年
）

中
村
敏
之

（馬
場
小
３
年
）
奥
村
優

利
愛

（馬
場
小
４
年
）
後
藤
春
菜

（馬

場
小
５
年
）
山
田
ゆ
か
り

（馬
場
小

６
年
）
▼
教
育
委
員
会
賞
＝
今
福
美

希

（馬
場
小
１
年
）
吉
田
香
純

（苅

昨年 11月 23日 の家庭部会

シンポジウムに先立ち、健

全育成ポスターとオアシス

運動作品の入賞者を表彰 し

ました。入賞者は次のとお

りです。 (敬称略)

単

入賞者

標語の部

●奨励賞

谷川紗央里 (与原小 6年 )

ポスターの部

●優秀賞

神崇仁 (与原小 4年 )

●奨励賞

生恵実 (馬場小 5年 )

おめでとう
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演
奏
を
通
じ
て
お
年
寄
り
と
交
流

苅田中学校リード部 (器楽演奏 )
白川園訪問

インタビュー

福岡県子ども会育成連合会主催

平成10年度

青少年健全育成ポスター

入賞者

今
回
は
白
川
園
を
毎
年
訪
問
し
て

い
る
苅
田
中
学
校
リ
ー
ド
部

（器
楽

演
奏
）
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ア
活
動
と
お
年
寄
り
と
の
触
れ
合

い

を
か
ね
て
、
毎
年
１
回
訪
問
し
て
い

ま
す
。

①
自
川
園
訪
間
の
動
機

人
前
で
演
奏
し
た
り
歌

っ
た
り
す

る
機
会
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
当
時

の
リ
ー
ド
部
の
生
徒

（現
在
高
校
２

年
生
）
が
自
川
園
を
訪
問
す
る
こ
と

を
発
案
。
そ
れ
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

②
練
習

（活
動
内
容
）

器
楽
合
奏
の
曲
、
歌
謡
曲
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
等
幅
広
く
、
平
日

（月
―
金
）

に
１
１
２
時
間
ほ
ど
練
習
し
て
い
ま

す
。小
学
校
で
使
用
し
て
い
る
楽
器
が

主
で
、

マ
リ
ン
バ

（木
琴
）
、
ビ
ブ

ラ
ホ
ン
（鉄
琴
）
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、

ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
な
ど
を
使

用
。
現
在
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
（
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
お
も
ち
ゃ
版
）
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

白
川
園
の
秋
の
文
化
祭
の
時
に
訪

間
を
行

っ
て
お
り
、
約
３０
分
間
歌
や

演
奏
を
披
露
。
そ
の
後
、
折
り
紙
、

手
遊
び
、
風
船
、
お
手
玉
等
で
お
年

寄
り
と
楽
し
み
、
触
れ
合
い
を
深
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
京
都
行
橋
地
区
の

小
中
学
生
に
よ
る
連
合
音
楽
会

（行

橋
市
民
会
館
で
開
催
）
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

③
ク
ラ
ブ
の
特
徴

ク
ラ
ブ
は
女
子
生
徒
ば
か
り
１３
人

で
、
現
在
２
年
生
が
中
心
に
な

っ
て
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

④
今
後
の
抱
負

白
川
園
の
訪
間
は
今
後
も
続
け
て

い
き
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
場

所
に
出
張
し
て
演
奏
し
た

い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
問
い
合

わ
せ
は
苅
田
中
学
校

。
中
村
先
生
ま

で
。

●
金
賞
及
川
　
彩

（南
原
３
子
ど
も
会
）

●
銀
賞
門
田
奈
穂

（新
津
子
ど
も
会
）

●
銅
賞
北
山
真
奈
美
（南
原
５
子
ど
も
会
）

大
村
亜
衣

（尾
倉
子
ど
も
会
）

●
佳
作
高
橋
都

（与
原
上
子
ど
も
会
）

川
本
和
徳
（百
合
ケ
丘
子
ど
も
会
）

梅
本
照
平

（南
原
４
子
ど
も
会
）

松
本
論

（南
原
３
子
ど
も
会
）

後
小
路
美
里

（尾
倉
子
ど
も
会
）

渡
辺
英
慈

（緑
ヶ
丘
子
ど
も
会
）

松
本
翼

（尾
倉
子
ど
も
会
）

山
本
あ
ゆ
み

（白
川
子
ど
も
会
）

上
野
弘
恵

（尾
倉
子
ど
も
会
）

岸
上
公
美

（尾
倉
子
ど
も
会
）

木
村
有
華

（松
原
子
ど
も
会
）

大
橋
る
み

（南
原
３
子
ど
も
会
）

大
西
ひ
か
る

（馬
場
子
ど
も
会
）
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凧
を

作

っ
た

よ
／

凧
作
り
教
室

凧
■日

ゴ笏

力 げ

を
4Eヨ
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げ
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１
月
２３
日
の
午
前
、
小
波
瀬

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
凧
作
り

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
町
内
の
凧
サ
ー
ク
ル

「
か

ん
だ
凧
の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
風

の
作
り
方
を
指
導
。
子
ど
も
た
ち
は
、

は
さ
み
や
カ
ッ
タ
ー
で
型
を
と
り
、

の
り
付
け
を
す
る
な
ど
作
業
に
熱

中
。
続
い
て
、
お
気
に
入
り
の
絵
を

描
き
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

全
員
が
完
成
さ
せ
た
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
豚
汁
や

お
に
ぎ
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
み

ん
な
で
味
わ
い
ま
し
た
。

同
日
午
後
か
ら
は
、
大
熊
公
園
で

凧
揚
げ
カ
ー

ニ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
し

た
。み
な
さ
ん
は
、
午
前
中
に
作

っ
た

凧
や
持
参
の
凧
で
参
加
。
弱
い
風
が

吹
く
天
候
の
中
、
よ
り
高
く
あ
げ
よ

う
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
を
走
り
回
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
各
部
門
入
賞
者
は
左
記
の

と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

バ
ル

凧揚げカーニバル入賞者
0敬
称 略

●よく走ったで賞=八尋崇樹 (馬場小)

●凧揚げエンジョイの部=城野優一 (苅
田幼稚園)

●ホットコミュニケーションの部=
藤野翔子 (苅田小)

●独創性の部=西村佑希子 (馬場小)
●ファイトー発の部=松尾絵梨 (苅田
みどり幼稚園)

●芸術性の部=大倉彩 (与原小)
●特別賞=本山三菜子 (馬場小)

今年は「かんだ凧の会」が作ったす

てきな凧をプレゼントする「おたのし

み賞」もありました。

●おたのしみ賞=末永健一 (小倉南区)
本山未来 (片島小)伊藤あつし (尾倉)

中村こうき (苅田小)本山裕貴 (馬
場小)

ヽ

ヽ

補導環境部会と

生徒指導研修部会が

合同研修を開催

２
月
馬
日
、
三
原
文
化
会
館
で
約

５０
人
が
参
加
し
て
、
補
導
環
境
部
会

と
生
徒
指
導
研
修
部
会
の
合
同
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

映
画

「
い
じ
め
へ
の
挑
戦
」
を
上

映
し
た
後
、
京
築
教
育
事
務
所
主
任

社
会
教
育
主
事
の
白
川
義
人
さ
ん
が

「地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
そ
の
後
、
研
究

協
議
で
意
見
交
換
を
し
、
「学
校

・

家
庭

。
地
域
が
連
携
し
て
青
少
年
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

みんなでやろう

オアシス運動
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し

「苅
田
中
学
校
区
い
じ
め
問
題
等

対
策
協
議
会
」
で
は
、
地
域
の
各
諸

団
体
の
方
々

（区
長
会

・
老
友
会

・

婦
人
会

・
育
成
会

・
民
生
委
員

。
商

店
街

・
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ビ
ニ
関
係
）

と
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
つ
い
て
意

見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

学
校
や
家
庭
で
見
ら
れ
な
い
子
ど
も

た
ち
の
姿
、
ま
さ
に
地
域
で
生
活
す

る
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
と

も
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
、
ご
家

庭
で
も
話
し
合
わ
れ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
商
店

・
ス
ー
パ
ー

・

コ
ン
ビ

ニ
関
係
の
方
か
ら

①
学
校
が
休
み
に
な
る
と
万
引
き
は

必
ず
増
え
る
。
親
が
与
え
た
範
囲
の

こ
づ
か
い
で
買
え
な
い
品
物
を
子
ど

も
が
持

っ
て
い
な
い
か
注
意
を
払

っ

て
ほ
し
い
。

②
小
学
生
の
万
引
き
は
、
学
校

・
警

察
に
届
け
て
い
な
い
。
親
に
連
絡
し

引
き
取

っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。

③
も
の
を
買
う
目
的
も
な
く
店
内
で

う
ろ
つ
い
て
い
る
。
声
を
か
け
る
と

出
て
行
く
。

④
表
面
上
、
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
に
み

え
る
小

。
中
学
生
達
が
買
い
物
に
来

て
い
る
が
、
い
つ
も
同
じ
子
ど
も
が

全
員
分
の
お
金
を
払

っ
て
い
る
。
「本

一当
に
い
い
の
？
」
と
一月
か
一け
は
し
て

い
る
が
、
「
い
じ
め
ら
れ
て

い
る

の
？
」
と
は
な
か
な
か
聞
け
な
い
。

⑤
成
人
向
け
の
雑
誌
を
子
ど
も
が
見

て
い
る
。
注
意
は
し
て
い
る
。

⑥
ジ

ュ
ー
ス
や
食
べ
物
を
店
先
で
飲

食
す
る
の
は
か
ま
わ
な
い
が
、
後
始

末
が
悪
い
。
ゴ
ミ
箱
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
店
先
に
置
い
た
ま
ま
。
ゴ

ミ
箱
に
捨
て
て
も
、
燃
え
る
ゴ
ミ

ｏ

燃
え
な
い
ゴ
ミ
も

一
緒
。
分
別
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
が
。

⑦
こ
ち
ら
も
お
客
様
に
感
謝
し
て
お

金
を

い
た
だ

い
て
い
る

つ
も
り
だ

が
、
お
金
を
投
げ
て
渡
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
し
て
も
ら

い
た
く
な

い
。

最
近
そ
う

い
う
子
ど
も

が
多

い
の

は
、
親
の
し
つ
け
が
で
き

て
な

い
の

で
は
。

③

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
等
が
置

い
て
あ

る
場
所
は
何
か
と
非
行
に
走
る
子
ど

も

の
た
ま
り
場
所

に
な
り

が
ち
だ

が
、
そ
う
な
ら
な

い
よ
う

に
配
慮
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．
区
長
会

・
老
友
会
等

諸
団
体
の
方
か
ら

①
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
子
ど
も
が

多
い
が
、
そ
の
前
に
子
ど
も
を
持
つ

Ｌ

親
が
あ
い
さ
つ
で
き
て
い
な
い
。

②
ス
ポ
ー
ツ
で
子
ど
も
た
ち
を
指
導

し
て
い
る
が
、
最
近
の
子
ど
も
は
人

間
関
係
づ
く
り
が
へ
た
。
年
上
、
年

下
と
遊
ぶ
機
会
が
な
い
の
で
上
下
関

係
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
育

っ
て
い
く

の
は
心
配
だ
。

③
い
じ
め
は
陰
湿
で
あ
る
。
弱
い
子

を
集
団
で
い
じ
め
る
。
ま
た
、
お
金

が
か
ら
む
こ
と
が
多

い
。

④
親
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
つ
。

例
え
ば
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
紙
お

む
つ
な
ど
あ
た
り
か
ま
わ
ず
捨
て
る

親
が
い
る
。

⑤
子
ど
も
の
自
主
性
に
ま
か
せ
て
い

る
と
言

っ
て
い
る
が
ど
う
見
て
も
子

ど
も
の
放
任
、
し
つ
け
の
放
棄
と
し

か
と
れ
な
い
家
庭
が
あ
る
。

⑥
自
分
の
子
ど
も
を
叱
れ
な
い
親
、

自
分
の
子
ど
も
に
無
関
心
な
親
、
自

分
の
子
ど
も
し
か
目
に
入
ら
な
い
親

が
い
る
。

⑦
白
転
車
通
学
区
域
外
の
生
徒

（苅

田
中
か
ら
２
ｋｍ
未
満
）
が
、
駅
の
駐

輪
場
に
自
転
車
を
置
い
て
通
学
し
て

い
る
。

３
．
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

①
当
た
り
前
だ
が
親
、
大
人
が
手
本

に
な
る
。
親
か
ら
あ
い
さ
つ
ｏ
親
か

ら
マ
ナ
ー

②
人
の
痛
み
の
わ
か
る
子
を
育
て
る

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ふ
れ

あ
い
体
験
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人

と
出
会
え
る
場
所
を
町
ぐ
る
み
で
つ

く

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
ま
ず
声
を
か
け
あ
う
こ
と
か
ら
。

近
所
の
子
ど
も
に
声
を
か
け
る
。
子

を
持
つ
親
に
声
を
か
け
る
。
地
域
ぐ

る
み
で
地
域
の
子
ど
も
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。

④
情
報
交
換
会
の
よ
う
な
会
合
を
今

後
と
も
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

「青
少
年
健
全
育
成
に
か
か
る
情
報
交
換
会
」
の
報
告

学
校
や
家
庭
な
ど
で
見
ら
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
の
姿

地
域
で
生
活
す
る
こ
ど
も
た
ち
の
様
々
な
姿

築いていますか

暖かな家庭

日は

5

の日

第



Q 行橋署管内での少年非行の実態を教えて下さい。

平成 5年度～10年度は次のとおりとなつています。

す

こ

や

か

Ｑ

＆

Ａ

、　
ヽ

●年度別少年非行・補導人員 ( )内は女子
の内数で示す。

非行少年 不良行為

少  年 合  計特別法

H5年 226
(37)

48
(21)

758
(109)

1032
(167)

H6年 235
(42)

1

(

8

5)

1130
(205)

1383
(252)

H7年 239
(42)

21
(4)

1508
(143)

1768
(189)

H8年 241
(39) (

8

3)

1707
(202)

1957
(244)

H9年 244
(41) (

9

1)

1507
(174)

1760
(206)

H10年 323
(89)

1

(

0

3)

1666
(219)

1999
(311)

用語の説明

■非行少年

満14歳以上、20歳未満の罪を犯した少年

をいう。

■刑法犯少年

刑法に触れる行為をした犯罪少年および

触法少年をいう。

■特別法犯

刑法犯以外の刑罰法令に違反する行為を

した少年。

■不良行為少年

非行少年には該当しないが、飲酒、喫煙、

その他自己または他人の徳性を害する行為

をしていだ少年。

ヽノ

●年度別行為補導状況 (上欄からH5～ 10年度)※その他とは、金品持ち出し、たかり、乱暴等

子どものことで困つたら436……
編
集
後
記

先
日
、
「聞
い
て
欲
し
い
、
私
た
ち
の
言

い
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
中
学
生
、
高

校
生
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を
聞
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
人
に
対
す
る

不
満
や
、
自
分
が
今
考
え
て
い
る
こ
と
、

し
た
い
こ
と
の
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を
聞
い
て
、
ま
ず

大
人
自
身
が
変
わ
る
こ
と
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
、
大
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

t｀   い  こ  に

1152
●相談日時 毎週月・水・木 。金曜日
(祝 日を除く)午前 9時～午後 4時30分

※相談は電話相談、面接相談のどちらで

も受け付けます。

※秘密は固 く守 ります。

青少年教育相談室 (教育委員会内)

∂

A

深夜徘徊 暴走行為 飲 酒 不良交遊 怠 不健全娯楽 家  出
重

=上口 l

356 246 16 9 29 47 41 5 1 8 758

511 392 22 31 34 52 33 38 6 11 1130

684 534 66 43 43 46 26 33 11 22 1508

821 621 111 56 36 33 16 9 1 3 1707

855 423 85 27 42 31 32 2 2 8 1507

868 526 113 13 42 19 23 1 3 58 1666

刑法犯

喫 煙 薬物乱用 その他

編
集

・
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

公
４
３
４
・
１
１
１
１
内
線
３
９
０
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